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１． 概要 

 

 清瀬市では、公共施設の更新費用等の財源不足が明らかとなった公共施設等

総合管理計画について、それを具現化するための公共施設再編計画の策定に現

在取り組んでいる。この中では、延床面積の削減が命題となっていると同時に、

市民ニーズに合致した公共施設のあり方が求められている。 

 そこで今回、清瀬駅を起点に、北口地域に 3 か所設置されている児童館につ

いて、南口地域のニーズに応えるため、新たな児童館整備の検討に着手する。 

 平成２９年度は、市民から様々な意見を聴取する市民意見交換会を開催した。

詳細な概要は下記のとおりである。 

 

（１）目的 

 当該事業の着手間もない入口の段階で、市民参画の場を持ち、市民協働による

推進を図る。 

 公共施設再編の考え方や児童館行政など、当該事業に関する情報提供の場を

持つ。 

 児童館施設のメインターゲットの一人とも言える保護者の方から、率直な意見の収

集を行う。 

 南口児童館基本構想の策定に向けて、当該事業に関する市民ニーズを把握する。 

 

（２）開催日時・場所 

 開催日時 

第１回 平成３０年２月８日（木）午後１時３０分～午後４時 

第２回 平成３０年３月１８日（日）午前９時３０分～１２時 

 場所 

第１回 男女共同参画センター 会議室１・２ 

第２回 児童センター（ころぽっくるセンター） 会議室 

 

（３）対象 

原則、市内在住の０～１８歳の子どもを持つ保護者 

（※孫を持つ祖父母等も可能とした。） 

 

（４）募集方法 

 市報平成３０年１月１５日号への掲載 

 市ホームページに平成３０年１月１日より掲載 

 市フェイスブックに平成３０年１月２５日投稿 
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 ちらし約 2,500 部配布（各公共施設、つどいの広場、母子保健事業、南口地

域の公立小・中学校、コミュニティはぐくみ円卓会議、まちづくり委員会等） 

 

（５）内容 

 清瀬市公共施設等総合管理計画について 

 内容の説明 

 南口児童館の候補地 

 清瀬市の児童館について 

 意見交換会（ワールドカフェ手法：テーマ「こんな児童館があったらいいな」） 

 

（６）意見交換会（ワールドカフェ手法）について 

 ワールドカフェでは、3～４人で１つのグループをつくり、１ラウンド２０分の意見交

換を３ラウンド実施。参加者の他、各テーブルに１名ずつ職員が参加した。 

 各グループ「ホスト」と呼ばれる役１名を残し、ラウンド毎に席替えをすることで、ラ

ウンド毎、グループ毎に出た意見の全体共有や、意見の掘り下げを可能とした。 

 ３ラウンド一貫して「こんな児童館があったらいいな」をテーマに意見交換を行った。 

 全ラウンド終了後は、参加者各自で、特に印象に残った意見を３枚程度付箋に記

入し、付箋の内容を本事業の成果として参加者全員で共有した。 

 

○1   模造紙の中央に大きくテーマを記載。 

 テーブル毎にテーマについて意見交

換。 

 意見は模造紙に自由に記入。 

 

○2   「ホスト」役以外は他のテーブルに移

動。 

 「ホスト」役は前ラウンドで出た意見を

新しく来た人と共有し意見を深める。 

 

○3   全ラウンドを通して特に印象に残った

意見を各自、付箋（３枚程度）に記載。 

 模造紙に貼られた付箋をみんなで共

有。 

  

□□□□□□ 

□□□□□□ 

ホスト ホスト 

付箋３枚程度 
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２． 第１回 市民意見交換会 

 

日時 平成３０年２月８日（木）午後１時３０分～午後４時 

場所 男女共同参画センター 会議室１・２ 

参加者数 ９人（他、保育２名） 

 

（１）本事業の成果 

分類 付箋意見（※原文のまま） 

複合施設 

 複合施設（中央図書館+ビジネス拠点+カフェ、子ども食堂等） 

 中央図書館+中央公園+児童館の複合施設。 

 中央図書館を中央公園とつながってあるといいな。 

 ころぽっくると異なり、集約化複合施設で図書館やカフェビジネ

スができ、オムツを捨てられるテナントをつくる。 

 児童館内にカフェあるといいな。 

 カフェ、コンビニ併設。 

 コンビニが近くにあるとよい。 

 パン屋さん（月・木） 

 「第 2 ころぽっくる」のような施設であってほしい。 

多世代交流 

 多世代で利用OKにして!! 

 多目的室ほしい。大人も子ども楽しめる所。 

 多世代が共に集える場所にして。 

 老若男女問わず交流できるスペースをお年寄りと子どもが触合

い、お年寄りの力を借りる。 

 PM5：00～PM8:00 の留守番をしなくてはいけない子どもの居場

所を!!ここでもお年寄りの力を借りられるのでは？ 

 清瀬市の事について定期的に話し合う拠点。 

 どんな人でもフラっとよりたくなる場所。（魅力ある人が集う）人に

投資。 

子どもの自治 

 小学生（高学年）や中高生が自分たちの要望できる機会やそれ

を反映できる場所。また自治（ルールを作り、守る）ができる場

所。 

 敷地内にプレパークを!!禁止の無い、自分の責任で遊べる。

（木登り、泥遊び、火遊びなどなど） 

 人材育成と子どもの笑顔 

雑木林 
 雑木林を活かした施設。 

 森林を生かす。 
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土足厳禁の

スペース 

 靴脱げるとよい。 

 靴脱げると良い（玄関）。 

 靴が脱げる。 

スペース毎

の年齢制限

の課題 

 大人一人で子ども 2人以上連れて行くと遊びスペースが年齢別

になっていると大変。 

 2 歳男の子、3 歳女の子。 

飲食 

スペース 

 座れる（座敷）飲食スペースがほしい。 

調理室 

 調理ができたり、自分たちでも料理ができたり、子ども食堂も開

催できる場所。 

 調理施設がついているところ。 

オムツ・トイ

レ・授乳室 

 オムツを廃棄できるようにしてほしい。 

 オムツがすてられる。 

 オムツが捨てられる。 

 オムツ（排泄物）を持ち帰る（食べ物と一緒に）持ち帰るのがツラ

イ。 

 トイレにオムツ用ごみ箱あるといいな？ 

 オムツ替え室にしてほしい。 

 大人のトイレに子どもの補助便座。 

 大人の便座に補助便座がほしい。 

 授乳室とオムツの交換場所は別のスペースがよい。 

 授乳室とオムツ交換場所にドアかカーテンを。 

 授乳室も独立させて別に！ 

遊具・運動場 

 3～4 歳くらいの子ども向けの遊具があるとよい。 

 小さい子ども向けの大きい遊具。 

 バスケットゴールが複数ほしい。 

 ボールで遊べる運動場。 

ロッカー  ロッカーがあるといいな。 

運用 

 外遊びも展開できる常駐の大人がいるといいな。 

 子どもが好きな職員を増やしてほしい。 

 玩具の電池が切れないように。 
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（２）当日の様子 

 

意見交換会の様子①(概要説明) 

 

意見交換会の様子②(全体) 

 

意見交換会の様子③ (ワールドカフェ) 

 

意見交換会の様子④ (付箋) 

 

（３）模造紙 

 

  



7 
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３． 第２回 市民意見交換会 

 

日時 平成３０年３月１８日（日）午前９時３０分～１２時 

場所 児童センター（ころぽっくるセンター） 会議室 

参加者数 １２人（他、保育９名） 

 

（１） 本事業の成果 

分類 付箋意見（※原文のまま） 

複合施設 

 図書館を入れてほしい。 

 図書館機能併設。 

 中央図書館と合併して、色々な世代の人が気軽に利用できる

施設。 

 駄菓子屋（文具なども）。 

 カフェ、子どものお店等を作る。 

 気軽に入れるカフェまたは飲食スペース。 

多世代交流 

 地域の多様な人材を活用できる。 

 多世代交流 

 多世代交流できる児童館。 

 サークル活動のできる（世代の枠を超えて） 

 子どもを中心にして多世代が交流できるために民間の力も借り

てアイディアをもらう。 

 JLC に並ぶような様々なサークル活動、学習支援（シルバーに

協力） 

 自由に出入りができる空間づくり。 

 お父さん（誰で）も来館しやすい児童館を作ってほしい。 

 男性（パパや退職後）等が気軽に行ける児童館。 

子どもの自治 

 子ども主体の施設。（子どもがﾃﾞｻﾞｲﾝし、企画、運営する児童

館） 

 ワールドカフェを子どもたちにもやってもらいたい。 

 子どものサークル活動 

 子どものサークル活動（↑と同意見） 

 

工作室 
 ぶらっと来て DIY などができる。 

 自由工作、遊びをとおして自分も子どもと交流、友達作り。 

まんが 

スペース 

 中学生 マンガ、本を自由に手に取って読めるスペース。 
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飲食 

スペース 

 お昼を食べるスペースを作ってほしい。 

 小学生がお弁当を持って来て食べられる場所（見守り）。 

 子どもだけで昼食をとることができる。 

 小学生以上はお弁当持参で居続けられる（みんなで食事）。 

調理室・食堂 

 食育の場がある施設。 

 子ども食堂ぜったいしてほしい!! 

 子ども食堂（調理のできる）の様な児童館。 

 子供食堂（こどもやお年寄りが利用）。 

 子ども食堂 Café。 

 調理室がほしい。 

 調理ができるスペース（食育につながる子ども食堂、地域交

流）。 

 料理教室があり、食事ができる店、スペースがほしい（カフェな

ども）。 

室内環境（東

久留米市） 

 東久留米市わくわくプラザは狭くても区切り方が上手。ソファー

に座ってフッと息抜きしつつ、遊ぶ子どもを見守れます。小さな

すべり台もポイント（動ける） 

 東久留米市上の原地域家庭こどもしえんセンターも居心地良

いです。 

遊具・運動

場・体育館・

プール 

 ころぽっくると同等の施設（庭や遊具を含む）をつくってほしい。 

 全力でボールを蹴ることができる。 

 全力でボールを投げることができる。 

 全力で走ることができる。 

 外遊び（自転車、水遊び、ボール遊び等）ができる大きな庭は

絶対必要。 

 広い体育館（卓球、ﾊﾞｽｹ、バレーとか）。 

 体育館。 

 プール。 

 水遊びできる場所。 

 砂場が意外とないので、大きな砂場（道具付）。 

 外遊びも楽しめる場所（一輪車、ホッピングや縄跳び）。 

屋根付 

スペース 

 雨の日や夏に居場所となる屋根付きスペース。 

 雨の日に遊べるスペースを確保して、気軽に来館できる施設。 

 雨の日も遊べる空間を設けてほしい。 

屋上  屋上もつくってほしい。 

学習支援  学習支援 



10 

 

 学習支援してくれるスペース。（学校に行きたくない子の居場

所） 

イベントの開

催 

 子ども用品のフリーマーケット。 

 イベント開催。物々交換会（ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ「親子で楽しめるものづく

り」）。 

来館までの

安全確保 

 車と自転車、人との動線を上手くつくってほしい。 

 児童館に安全に通える方法（無料バス、道路整理、明るい道） 

 明るく、安心・安全 

運用 
 休館日を（既存の児童館と）ずらしてほしい。 

 入退館メールサービス 

 

（２）当日の様子 

意見交換会の様子①(概要説明) 意見交換会の様子②(全体) 

意見交換会の様子③ (ワールドカフェ) 意見交換会の様子④ (模造紙) 
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（３）模造紙 
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